2014年5月3日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第11章1～10節

・勉強：第4章9、10節
神の化身についての話を続けます。

皆さんがこれまでの講話をどれだけ理解しているか知りたいのですが、たとえば神の化身という言葉から何を思い浮かべますか?

Ｋ氏:「イエス・キリストやシュリ・ラーマクリシュナやクリシュナなど神が人間の形をとって現れた存在で、その特徴としてカルマの結果ではなく自分の意志で誕生し、我々を霊的に向上させ、この世界を善に導く目的を持って出現した」。

皆さんも同じように理解していると思います。
これまで何回も説明しているように、神には四つの姿があります。

・純粋意識(性質も形もない:偉大なレベルではブラフマン、個人のレベルではアートマン)

・性質のみで形を持たない

・性質も形もある

・人間の形をとる(アヴァターラ)

同じひとつの神が四通りの姿をとるのは矛盾ではありません。

ラーマクリシュナの福音の中では、同じＨ２Ｏに氷(個体)、水(液体)、蒸気(気体)と三通りの形があることを例に挙げて、このことを説明しています。

ここまでは基本的なポイントであり、これを理解していないと先に進めません。

真理や自分の本性を悟るための方法、安定した幸せのための方法、解脱のための方法、ニルヴァーナのための方法、サマーディのための方法、これらはみな同じであり、言葉が違うだけです。
この方法にはギャーナの道、バクティの道、そしてギャーナとバクティを合わせた道の三種類があります。
他にもいろいろ方法がありますが、カルマ(働きの道)もヨーガ(瞑想の道)もギャーナ、バクティそれぞれに含まれているので、基本となるのは上記の三種類です。

バガヴァッド・ギーターのなかにも三種類の方法についての記述があります。

たとえば哲学とギャーナは同じことですが、魂、絶対の真理はとてもアブストラクト(abstract：抽象的、深遠、難解)で精妙、微妙であり形は何もなく、儀式とは何の関係もありません。
このギャーナの道は早く悟りに到達するための近道と言えますが、そのための条件は大変厳しく、準備が整っていないと多くの矛盾に直面し、見せかけの求道となる恐れがあります。

次のバクティの道には神に対する信仰と、神の化身に対する信仰の二つがあります。
バクティの中心は儀式や寺院ではなく神です。
バクティについて考えてみると、バクティとは自分の心を否定的な感情から切り離して神に向けることです。
ですから中心となるのは感情、フィーリングであり、頭や知識はあまり関係ありません。

神を愛することによって悟れるというのがバクティ・ヨーガですが、愛というのは感情であり、識別や哲学とは違います。

感情の源はハートであり、正しく神聖な感情を神に向けることがバクティ・ヨーガであると言えます。

最後のギャーナとバクティを合わせた道については、神の化身との関連でバガヴァッド・ギーターの中で説明されています。
普通の信者にとっては、三つの道の中でバクティとギャーナを合わせた道が最善である、というのがスワミ・ヴィヴェーカーナンダの見解です。
ギャーナ(知識)だけの道は難度が高く実践に困難が伴いますが、いっぽうバクティ(信仰)だけの道にも往々にして狭隘になってしまうという問題があります。
自分の信ずる神、儀式、聖典だけが正しいと考えがちです。

自分の好きな神だけを愛し他の神を愛さず、それが戦い、批判、暴力を生みます。

もうひとつの問題として、感情が急激に高揚した時にそれを知性でコントロールしないと、堕落する可能性があります。

寺院における儀式で神の讃歌を歌い踊っている時など、突然クンダリーニ(背筋に眠っているエネルギー)が上昇することがありますが、それを知性でコントロールしなければそのクンダリーニはまた急激に下降し、その結果霊的に堕落する可能性があります。
バクティだけの道の別の問題点は迷信です。

あるものは穢れているから触れてはいけない、今日は吉日ではないので移動してはいけない、などの迷信に縛られると不自由になります。ですからスワミ・ヴィヴェーカーナンダはギャーナとバクティを合わせた道を勧めているのです。

感情をコントロールできなければ、否定的な感情(怒り、欲望、肉欲)にとらわれた時に、そこから抜け出せません。

頭(知識)と心(感情)のコンビネーションが大切です。
「自分の感情を神に向けて神を愛しなさい」というのがバクティ・ヨーガの教えですが、我々は神に会ったことはなく、会ったことも見たこともない対象をどうして愛せるのか、というのがバクティ・ヨーガ信者にとっての大きな問題です。

これは深い信仰を持った信者について言っているのであり、信仰の浅い信者はこの問題で悩むことはありません。
ヒンズー教にはシヴァ、ドゥルガーなど多くの神々がいますが、普通の人々にとっては想像上の存在です。シヴァ神が実在するかどうかわかりません。

このことを考えると神の化身というのは非常に良いコンセプトです。

なぜなら、神の化身には過去に実在したという歴史性があります。

クリシュナ、釈迦、イエスは実在しており、これに異を唱える学者も少数いますが、大多数の人はその実在を疑いません。
神の化身は想像上の存在ではなく歴史上実在していた、ということに大きな意味があります。
神の化身にはそれを描いた絵や像があり、近代に生まれたシュリ・ラーマクリシュナの場合はその写真も残っています。
神の化身を愛することは神を愛することと全く同じである、と前回説明しました。

神の化身の中には神以外何もありません。

外見だけは人間ですが、中身は神そのものです。
最近の枕の中身はスポンジですが、昔は枕の中身は木綿と決まっていました。

カバーだけは布でできていますが、中身はすべて木綿です。

神の化身もカバーだけは人間ですが、中には神しかありません。

会ったことも見たこともない神を愛することは困難であるという問題は、神の化身を愛することによって解決可能ですが、そのためにはまず神の化身と出会う必要があります。

そして神の化身に出会うためには、神の化身が何であるかを理解していなければなりません。
普通の見方で見るなら、神の化身も一般の人間と変わりありません。

神の化身も普通の人間も目は二つ、耳も二つ、手足は二本づつと全く同じです。

神の化身に出会えるのはその本性を理解できた時であり、そのためには感情だけでなく知識が必要です。

このことに関連して、バガヴァッド・ギーター第4章9節の中に前回説明したタットヴァタハ(tattvatah)という言葉が出てきます。サンスクリット語に二つの対照的な言葉があります。

・タットヴァタハ(tattvatah) :本性を理解する

・アータタ(arthatah)      　:言葉の意味を理解する
たとえば「水」という言葉を皆さんは知っていますし、それを見ることもできます。

しかし水がどのように構成されているかを分析すると、その本性がＨ２Ｏであることが理解できます。ただ水を見てもその本性はわかりません。
ものを見るだけではそのものの本性はわかりません。

「私はＫさんを知っている」と言うとき、それは普通の意味ではアータタのことです。

Ｋさんという名前で、信者で、協会にも来て、バガヴァッド・ギーターのクラスに参加し、家族があり、仕事を持っている、ということを知っているという意味です。
外側の姿を知っているということがアータタであり、Ｋさんの本当の姿は知りません。

Ｋさんの心、意識、潜在意識、考え、希望、未来、前世までを知らないとタットヴァタハとは言えません。
ほとんどの場合我々の知識はタットヴァタハではなくアータタであり、浅く皮相的で対象の中身についての理解はほとんどありません。

聖典を勉強している人達もその理解はほとんどアータタであり、学者は特にそうです。
たくさん知っていて、引用でき、説明できてもアータタです。

神の化身をどう見るかに関して、三種類のタイプの人間が存在します。
ひとつは神の化身に会ってもそれを普通の人間だとみなす人。

このタイプの人はたとえばシュリ・クリシュナを普通の人間となんら変わらない存在と考えますし、なかにはクリシュナを嫌って批判する人もいます。

次に神の化身を人間として尊敬する人。

これらの人はシュリ・クリシュナを特別な人間と考えて尊敬し、困った時には相談もして助言を仰ぎます。

そして非常に稀ですが神の化身を化身であると理解できる人。

シュリ・クリシュナがアヴァターラであるとその本性を理解できる人であり、この理解がタットヴァタハです。

イエスについても同じで、ある人はイエスを批判し、ある人はイエスを尊敬し、ある人はイエスの本性を理解しましたが、この最後のタイプの人はとても少数でした。

シュリ・ラーマクリシュナについても同じことが言えます。

バガヴァッド・ギーター第4章では神の化身の特徴についての記述の後、神の化身の本性を理解するとどのような結果がもたらされるかについて説明されています。

その説明は第4章9節と10節にあります。

私の顕現と活動の神秘を理解する者は、その肉体を離れた後、アルジュナよ!再び物質界(この世)に誕生することなく、わが永遠の楽土(超越界)に来て住むこととなる。
執着と恐怖と怒りから離れ、全てを私に任せ、私に頼ることで清浄となり、過去の多くの人々は、修行と真の叡智とによって、私のもとへと到達した。
このように神の化身を理解すると大きな結果を得られるのですが、そのための条件がタットヴァタハなのです。
無限の神は本来生まれることはありえないのですが、現実に人間の形で生まれている。
本当は形がないのに形があるように見える、本当は生まれていないのに生まれているように見える。こちら側に準備ができていなければ、このことは矛盾のままで解決できません。
実践を通して理解しなければ、神には形があってしかも形がないということはわかりません。
個人レベルで考えてみると、「私は体である」という肉体意識が残っている限り、神の化身のコンセプトは全く理解できません。
肉体、心、感覚をコントロールして純粋になる、そして「私は肉体ではない」と識別を繰り返す、さらに純粋な意識に集中する、これらの実践の結果神の化身を理解できます。
形のない神が人間の姿をとっていることを理解するために、まずは自分個人のレベルで「私は肉体ではなく純粋な意識である」ことを理解する必要があります。
肉体を持っているように見える私の本性が純粋な意識であることがわかれば、人間の姿をしているように見える神の化身もまた神そのもの(純粋な意識)であることが理解できます。
頭だけで「形があって形がない」というコンセプトを理解するのは不可能です。

自分の準備が必要であり、肉体意識が強い限り神の化身が純粋意識であるとは理解できません。

神の本性を理解するためには、まず自分の本性の理解が必要だというのが結論です。

この理解がタットヴァタハの意味です。

皆さんが「シュリ・クリシュナは神の化身である、イエスは神の化身である」と言うときの理解はアータタであり、自分自身による本当の理解ではなく、本で学んだ頭だけでの理解です。

自分自身での理解のために必要なのは、自分の本性の理解です。
では第10節について説明します。

ラーガ(raga)はここでは「執着」と訳されていますが欲望の事であり、バヤ(bhaya)は恐怖、クローダー(krodha)は怒りのことです。

欲望とは世俗的なものを欲しがることを言い、世俗的なものは一時的です。
一時的なものに興味と欲望がある限り、それがなくなることに恐怖を覚えます。

たとえばお金、肉体、家族、人間関係、これらはすべて一時的なものですが、それを失うことを恐れます。欲望、恐怖、いずれもその対象は一時的なものです。

怒りは自分が欲望の対象を手に入れようとするときの障害となる相手に対して起こります。

また我々のエゴが傷つけられるとき、たとえば他人から批判されたときにも怒りを覚えます。
このエゴもまた、肉体、心と同様我々の一時的な姿です。

欲望、恐怖、怒り、その対象はすべて一時的なものです。

我々が本当に欲しいのは永遠ですが、そのためには一時的なものを避けなければなりません。永遠なものと一時的なものの両方を手に入れることは不可能です。

「東と西に同時に行くことはできない」という言葉があります。
普通の信者は永遠なもの、一時的なもの、両方とも欲しがり矛盾に直面します。

幸せを求めながらその方法は全く間違っています。
安定した幸せ、安心を求めながら、朝から晩まで不安にさいなまれています。
なぜなら我々の目的である幸福のための方法と、我々が実際にとっている方法が正反対だからです。

希望としては東に行きたいのに、現実は西に向かって進んでいるのです。

第10節のヴィータ(vita)は「なくする」という意味であり、欲望、恐怖、怒りは取り除かなければならないのです。

神の化身を理解するための準備のひとつが、この「欲望と恐怖と怒りをなくす」ことなのです。

この準備をしなければ、神の化身の本性も自分の本性も理解できません。
欲望と恐怖と怒りを取り除くためには、「私は一時的ではなく永遠である、肉体や心でなくアートマンである」というコンセプトに集中し、繰り返し識別して心を徐々に浄化し、世俗的なものを避けなければなりません。(ギャーナ)
もうひとつの方法としては、神に我々の感情を向けると、世俗的な感情は神への感情によって取って代わられます。(バクティ)
たとえば親への愛は結婚すると結婚相手への愛に変わり、また夫婦間に子供が生まれると夫婦相互の愛が子供へと移るように、そして孫が生まれると子供への愛は孫への愛へと変わるように、小さい愛はより大きな愛に取って代わられます。
同じように世俗的な愛はより大きな神への愛に取って代わられます。

このように「欲望と恐怖と怒りをなくす」ための方法としては、識別(ギャーナ)と神への愛(バクティ)の二つの道がありどちらでもよく、また両立可能です。

神は我々の内側に純粋な意識として存在しているので、ギャーナとバクティは矛盾しません。

第10節にはタパサー(tapasa)「苦行」(翻訳では「修行」)という言葉が出てきます。

「苦行」の普通の意味は長時間の瞑想、ジャパ(神の名やマントラを唱える)、沈黙の行、断食などのことですが、この第10節では「知識の苦行」(ギャーナ・タパサー)について述べられています。

「知識の苦行」とは永遠について考える、実在と非実在を識別する、実在に心を集中するなどのことです。
「全てを私に任せ」と訳されているマンマヤー(manmaya)は、Mat＋mayaという二つの言葉から合成された言葉です。
Matは「私」、mayaは「いっぱい(full)」という意味です。

マドゥスダン・サラスワティーの考えでは、マンマヤー(クリシュナの事で心がいっぱいの人)はクリシュナの信者のことです。

信者は絶えずクリシュナのことを考えており、心がクリシュナ意識で占められています。

更にここでの「私」は人間クリシュナではなく人間の形で現れた神の事であり、したがってマンマヤーは神に没頭している人、つまり「神の信者」という意味になります。

Matを人間クリシュナと考えてしまうと、悟りのためにはクリシュナを個人崇拝せねばならず、先程説明したバクティ・ヨーガのみを選択した時の偏狭性の問題が生じます。

Matはクリシュナの肉体をとって現れた神の事であり、バガヴァッド・ギーターを読むときこの「私」という言葉を、シュリ・ラーマクリシュナの信者ならラーマクリシュナ、キリスト教徒ならイエス、仏教徒なら釈迦に置き換えて理解すべきなのです。
外側の形はそれぞれクリシュナ、ラーマクリシュナ、イエス、釈迦と異なってはいても、中身は同じなのです。

先ほど挙げた枕の例で言えば、外側のカバーの材質、色、形は多種多様であっても、中身は同じ木綿なのです。

ここまではバクティについての説明でしたが、ではギャーナはなぜ必要なのでしょうか。

ウパニシャッドの中にひとつの物語があります。

シェータキトゥ(Svetaketu)という若者がいました。

彼のグルはシェータキトゥにヴェーダーンタ(絶対の真理:ブラフマン)について多くのことを教えた後、最後に結論として「あなたはそれである」(Tat-twam asi)と言いました。

この言葉はウパニシャッドの中でもとても有名な言葉です。

ここで「それ」とはブラフマンのことを指します。

ウパニシャッドでは絶対の実在を偉大なレベルでブラフマン、個人的なレベルでアートマンという言葉で表現しています。

ブラフマンは絶対の真理、存在、知識、至福です。

アートマンは「私は肉体、感覚、心ではなく永遠である」と言うときの自分の本性のことです。

絶対の真理と個人的な魂がどういう関係にあるか、マクロレベル、ミクロレベルでの説明がウパニシャッドにあります。

ヴェーダーンタの結論は、このマクロレベルのブラフマンとミクロレベルのアートマンの間には関係があるどころか、両者は全く同一のものであるということです。

この「あなたはそれである」ということばを頭だけでなく本当に理解(ギャーナ)すれば、バクティと同じように、結果的に欲望、恐怖、怒りから解放されます。

安定した幸せ、穏やかな状態、絶対の知識、解脱がもたらされます。

ギャーナの道としてはブラフマンについて考えても、自分の本性について考えてもどちらでも構わず、それぞれ本当に理解するならそれによってもたらされる結果は同じである、というのがウパニシャッドの結論です。

ウパニシャッドの結論とバガヴァッド・ギーター第4章10節は同じことを言っています。
二つの言葉を対比させてみます。

神の信者　　　　　　:　Mat＋maya

あなたはそれである　:  Tat-twam asi 　

                       (You are that: tat=that(Brahman), twam=you, asi=are) 

まず10節の言葉ですが、マドゥスダン・サラスワティーによれば神(mat)と信者(maya)はその本性を考えると同じであり、そこまで理解するのがタットヴァタハです。

二つのフレーズを

神＝それ(ブラフマン):mat=tat
信者＝あなた　　　  :maya=twam

というように対比すると「神＝信者」、「ブラフマン＝あなた」というように、バクティ(第10節)とギャーナ (ウパニシャッド)は全く同じことを言っています。
第10節にはマーム ウパーシュリターハ(mam upasritah)という言葉があり、翻訳では「私に頼る」となっていますが、マームは「私(神)」、ウパーシュリターハは「避難所」の意味です。
注釈者マドゥスダン・サラスワティーによれば、この「避難所」はただの避難所ではなく、信者が愛と信仰を込めて避難する場所という意味です。
普通の信仰の浅い信者は生活が順調な時にはあまり神のことを考えませんが、問題が起こると神を恨み不平を言います。「苦しい時の神頼み」です。

いっぽう本当の信仰を持った信者は自分が苦境にあっても、たとえ経済的に困窮していても、神のことを片時も忘れません。
叙事詩ラーマヤーナの中に呪いで石に変えられたのち、ラーマ神によってまたその呪いを解かれたアハリヤーという女性のエピソードがあります。

このアハリヤーの祈りの言葉は大変有名ですが、それは
「ラーマよ! 私が未来に再生するとき、それがたとえ豚の姿であっても構いません。たったひとつお願いがあります。決してあなたのことを忘れさせないでください」
というものです。
これが神を避難所とみなす態度です。

プータ(puta)は「清浄」と訳されていますが、苦行などにより神聖になることです。

マド・バーヴァム アーガターハ(mad-bhavam agatah)の翻訳は「私のもとへと到達した」となっていますが、「信者の本性が私(神)の本性と同じものになる」という意味です。
神の本性とは サッチダーナンダ(絶対の存在・知識・至福)です。

信者が神と同じサッチダーナンダを獲得するということはどういうことなのか、ひとつ前の9節の言葉をもとに説明します。
9節では「神の化身について理解する者はもう再生することはない」、と書かれています。

人が再生する原因は欲望であり、欲望がある限りそれを満たすため再びこの世に誕生します。
欲望からカルマ(働き)が生まれ、その結果束縛や執着が生じ、それが再生の種子となります。
この再生を繰り返している間は、悲しみ、恐怖、苦しみ、無知はなくなりません。
神について考え、欲望と恐怖と怒りをなくし、神のもとへ避難し、純粋になるとその本性は神と同じサッチダーナンダとなり、その結果としてもう再生しない、つまり解脱できるのです。
神と同じ本性となる、神と合一する、神を悟る、すべて同じことです。
神の化身について真に理解する(タットヴァタハ)ことによってもたらされる結果、それはすなわち解脱です。

付記　神の化身としてのシュリ・ラーマクリシュナに関するエピソード
1 シュリ・ラーマクリシュナ生誕１００周年の時のラーマクリシュナ・ミッションのプレジデントはスワミ・アカンダーナンダジでした。

生誕１００周年を記念して国内外のミッションの支部に配布するために記念のメッセージを書くように求められたアカンダーナンダジは、これを断りました。
その理由は、「シュリ・ラーマクリシュナは存在していたように見えるが、その本性は無限なので実際には生まれていない。生まれていないものについて書くことはできない」というものでした。

生誕１００周年の記念日が近づいてきて、ミッションの僧たちは何度もプレジデントであるアカンダーナンダジにメッセージを書くようにお願いしましたが、アカンダーナンダジは頑なにそれを断り続けました。

記念日が間近に迫ったある晩、独り部屋にいたアカンダーナンダジの目の前に、既に亡くなっているシュリ・ラーマクリシュナが人間の形をとって姿を現しました。
そしてアカンダーナンダジに対し、「あなたの私の本性についての理解は正しいが、まだそこまでの理解力を持たない普通の人は私についてのあなたからのメッセージを必要としている。書いてあげてはどうか」と諭しました。
この言葉を聞いたアカンダーナンダジはすぐさまメッセージを書き上げ、部下を呼ぶとそのメッセージをインド国内、および世界中の支部に送るように命じました。

2 「ラーマクリシュナの福音」の著者であるＭはある時、師であるシュリ・ラーマクリシュナの性質について説明していました。
あれやこれやシュリ・ラーマクリシュナの数々の性質についてさんざん説明した後、最後にＭは「しかしながらシュリ・ラーマクリシュナの本性は無限なので、その性質を言葉で表現することはできない」と言いました。
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